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特集 「信州創生」に向かってキックオフ
　～長野県人口定着・確かな暮らし実現総合戦略を策定～
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県
民
生
活
の
土
台
と
な
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、

産
業
の
労
働
生
産
性
を
上
げ
る
な
ど
稼
ぐ
力
を
高
め
る
と
と

も
に
、
地
域
で
消
費
す
る
モ
ノ
を
で
き
る
限
り
、
そ
の
地
域

で
産
み
出
す
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

ま
た
、
今
後
5
年
間
で
達
成
を
目
指
す
「
基
本
目
標
」

（
3
ペ
ー
ジ
下
段
）
を
設
定
し
、
誰
も
が
成
果
を
追
求
す
る

意
識
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

総
合
戦
略
の
成
果
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
広
く
県
内
に

出
現
さ
せ
る
に
は
、
県
だ
け
で
は
な
く
、
県
民
、
企
業
、
市

町
村
等
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
連
携
し
て
オ
ー
ル
信
州
で
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
連
な
る

ア
ル
プ
ス
の
峰
々
の
よ
う
に
手
を
携
え
、
総
合
戦
略
の
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
、
信
州
創
生
に
向
か
って
キ
ッ
ク
オ
フ
で
す
！

特
集

県
で
は
今
年
10
月
、
長
野
県
人
口
定
着
・
確
か
な
暮
ら
し
実
現
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
総
合
戦
略
で
は
、
人
口
の
現
状
と
将
来
展
望
、
信
州
創
生
に
向
け
た
基
本
方
針
を

お
示
し
す
る
と
と
も
に
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
基
本
目
標
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

「
信
州
創
生
」に
向
か
っ
て
キ
ッ
ク
オ
フ

～
長
野
県
人
口
定
着
・
確
か
な
暮
ら
し
実
現
総
合
戦
略
を
策
定
～

は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、一
定
の
政
策
を
講
じ
れ
ば
、
長
期

的
に
１
５
０
万
人
程
度
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
長
野
県
の
目
指
す
姿
を
明
確
に
し
、
到

達
目
標
を
示
し
て
、
一
刻
も
早
く
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

そ
こ
で
、
総
合
戦
略
で
は
、
２
０
６
０
年
の
県
の
理
想
の

姿
で
あ
る
「
信
州
創
生
の
基
本
方
針
」（
3
ペ
ー
ジ
上
段
）

を
旗
印
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
6
つ
の
基
本
方
針
で
は
、

信
州
ら
し
さ
を
活
か
し
た
未
来
の
県
づ
く
り
の
視
点
と
そ
の

実
現
に
向
け
た
突
破
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
人
々
の
希
望
す
る
生
き
方
を
応
援
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
長
野
県
で
暮
ら
す
人
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
への
支
援
や
、
学
び
、
働
く

こ
と
の
で
き
る
場
を
増
や
す
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

長
野
県
は
、
少
子
化
と
東
京
一
極
集
中
の
進
行
に
よ
り
人

口
減
少
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
県
内
人
口
は
、
そ
の

後
は
加
速
度
的
に
減
少

を
続
け
、
こ
の
ま
ま
特
段

の
政
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、

さ
ら
に
人
口
減
少
が
続

く
見
込
み
で
す
。
急
激

な
人
口
減
少
は
、
地
域
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
力
低
下

や
商
業
・
生
活
サ
ー
ビ
ス

の
縮
小
な
ど
、
暮
ら
し
や

経
済
を
根
底
か
ら
揺
る

が
し
か
ね
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
人
口
の
減
少
傾
向

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
！

理
想
へ
の
旗
印
を
掲
げ
、

具
体
的
な
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

オ
ー
ル
信
州
で
力
を
結
集
し

目
に
見
え
る
成
果
を
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長野県の長期人口推移（1920-2100）

信州創生の基本方針
人生を楽しむことができる多様な働き方・暮らし方の創造

●一人多役など多様な働き方・自然と共生し人と人とが支え合う暮らし方の促進
●シニア層が元気に活躍できる人生二毛作社会の確立
●子どものいる家庭や女性などの視点を大切にした官民一体での移住の促進
●人生を楽しむための文化やスポーツ等の振興

若者のライフデザインの希望実現
●市町村、企業と連携した結婚支援の充実
●産科医の確保や助産師の活用など出産環境の整備
●子育て世代の経済的負担の軽減など子育て支援の充実
●多様な働き方の普及による出産・子育てと仕事の両立促進

活力と循環の信州経済の創出
●価格決定力のある製造業への転換、日本一創業しやすい県づくり
●多様な観光需要に対応する観光業の成長産業化
●サービス産業と農林業の高付加価値化・生産性向上
●バイ（buy）信州運動の展開など県内自給率の向上、エネルギー自立地域の確立

信州創生を担う人材の確保・育成
●県内高等教育の充実による知の拠点づくり
●多様な教育・人づくりの充実強化
●地域社会・産業で必要とされるクリエイティブな人材の育成・確保
●プロフェッショナル人材の育成・誘致　
●構造的な人材不足に対応する雇用のミスマッチ解消

賑わいある快適な健康長寿のまち・むらづくり
●多くの人を惹き付け賑わいをもたらす都市・農山村の拠点整備の促進
●多世代まちなか・むらなか居住構想（日本版CCRC）の推進
●地域公共交通の充実による生活・観光の利便性向上
●超高齢社会に適応した健康的で安心できるまち・むらづくりの推進

大都市・海外との未来志向の連携
●長野県の優位性を活かした二地域居住の促進
●本社機能・研究所や政府関係機関の誘致
●日頃の交流・有事の絆協定の締結促進
●学校交流や海外行政機関との連携など大都市・海外との互恵関係の構築

今後５年間で達成を目指す「基本目標」

■合計特殊出生率 ： H26年1.54→H31年1.68
　（H37年1.84、H47年2.07）

1　自然減への歯止め
■社会増減 ： H26年▲3,703人→H31年▲2,000人
（H37年に均衡）

2　社会増への転換

■労働生産性 ： H24年度8,012千円/人
　　　　　　　→H29年度8,220千円/人
■就業率 ： H26年59.5%→H31年60.0%

3　仕事と収入の確保
■県民一人当たり公共交通機関利用回数 ： 
　H25年度48.2回/人→H30年度49.9回/人
■健康寿命 ： H25年男79.83歳、女84.35歳→H31年延伸

4　人口減少下での地域の活力確保
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最
盛
期
に
は
、
年
間
1
万
個
以
上
の
柚

餅
子
を
生
産
し
て
き
ま
し
た
が
、
素
人
の

集
団
で
は
販
路
拡
大
に
も
限
界
が
あ
り
、
ス

タ
ッ
フ
の
高
齢
化
も
重
な
っ
て
近
年
は
5
千

個
程
度
に
ま
で
減
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ

追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
、
昨
年
は
天

候
不
順
の
影
響
で
ユ
ズ
が
過
去
最
大
の
凶

作
。
な
ん
と
か
２
千
個
を
確
保
し
、
急
場

を
し
の
ぎ
ま
し
た
。
天
龍
村
の
高
齢
化
率

は
県
内
で
最
も
高
く
、
担
い
手
不
足
は
頭

の
痛
い
課
題
で
す
が
、
村
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
な
ど
若
い
力
の
参
加
が
大
き
な
励

み
に
なって
い
ま
す
。

柚
餅
子
作
り
に
参
加
し
て
く
れ
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
の
中
に
は
、
村
で
の
任
期

が
終
わ
っ
て
も
、
村
に
残
っ
て
地
域
づ
く
り

活
動
に
関
わって
い
き
た
い
と
言
って
く
れ
る

人
も
い
て
本
当
に
心
強
い
で
す
。

柚
餅
子
作
り
と
並
ん
で
、
こ
の
地
域
に
欠

か
せ
な
い
の
が
、
お
祭
り
や
年
中
行
事
を
伝

え
て
い
く
こ
と
。
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
坂
部
の
冬
祭
り
」

の
他
、
年
間
を
通
じ
て
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
お

祭
り
や
行
事
が
伝
わ
って
い
て
、
こ
れ
ら
を

一
切
手
抜
き
す
る
こ
と
な
く
地
域
を
挙
げ

て
協
力
し
て
行
って
い
ま
す
。

今
年
80
歳
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
私

た
ち
の
大
好
き
な
坂
部
地
区
を
地
図
上
か

ら
消
さ
な
い
！
と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て

生
涯
現
役
で
ま
だ
ま
だ
頑
張
って
い
き
た
い

で
す
。

児
教
室
の
自
然
体
験
を
重
視
し
た
保
育
方

針
に
共
感
し
、
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境

で
、
今
し
か
で
き
な
い
理
想
的
な
子
育
て
を

し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
平
成
24

年
飯
綱
町
への
移
住
を
決
断
し
ま
し
た
。
子

ど
も
が
５
歳
と
２
歳
の
時
で
し
た
。

働
く
場
所
と
し
て
も
信
州
に
魅
力
を
感

じ
、
平
成
25
年
、
善
光
寺
門
前
で
空
き
家

と
な
って
い
た
旅
館
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
（
改

修
し
て
そ
の
価
値
を
高
め
る
）
し
て
、
支
社

の
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
使
い
始
め
ま
し
た
。
温

か
み
の
あ
る
古
民
家
風
の
オ
フ
ィ
ス
は
「
信

州
な
ら
で
は
」
の
空
間
づ
く
り
を
実
現
で
き

た
と
満
足
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
９
名
の
社

員
が
働
い
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
方
々
か
ら

は
、
人
の
交
流
が
活
発
化
し
、
街
に
明
る
さ

と
に
ぎ
わ
い
が
戻
って
良
かっ
た
と
う
れ
し
い

言
葉
を
頂
い
て
い
ま
す
。

特
集
「
信
州
創
生
」に
向
か
っ
て
キ
ッ
ク
オ
フ

～
長
野
県
人
口
定
着
・
確
か
な
暮
ら
し
実
現
総
合
戦
略
を
策
定
～

村
お
こ
し
生
涯
現
役
宣
言
！

天
龍
村
柚ゆ

餅べ

子し

生
産
者
組
合　

組
合
長　

関　

京
子
さ
ん

▲坂部の冬祭り

豊
か
な
自
然
を
子
育
て
と
仕
事
に
生
か
す

㈱
ア
ソ
ビ
ズ
ム 

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ　

大
手 

智と
も

之ひ
さ

さ
ん

私
の
信
州
創
生
ス
タ
イ
ル

「
信
州
創
生
」
に
向
け
た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
体
現
し
、

自
分
ら
し
い
働
き
方
、
暮
ら
し
方
を
楽
し
む
お
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

天
龍
村
特
産
の
ユ
ズ
を
使
って
作
ら
れ
る

伝
統
の
保
存
食
柚ゆ

餅べ

子し

。
か
つ
て
は
武
士
の

携
行
食
で
も
あ
っ
た
そ
の
存
在
を
初
め
て

知
っ
た
の
は
40
数
年
前
。
何

と
も
言
え
な
い
上
品
な
香
り

と
深
い
味
わ
い
に
大
き
な
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
魅

力
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に

知
って
も
ら
い
た
く
て
、
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
一

緒
に
作
って
村
の
冬
祭
り
で
提

供
し
た
と
こ
ろ
、
後
日
思
い

が
け
ず
大
口
の
注
文
が
舞
い

込
み
ま
し
た
。
突
然
の
話
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
生
産
者

組
合
を
設
立
し
、
商
品
化
へ

の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

柚
餅
子
が
思
わ
ず
大
好
評

子
ど
も
の
頃
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
り
、
28
歳
の
時

に
独
立
し
て
ゲ
ー
ム
製
作
会
社
「
ア
ソ
ビ
ズ

ム
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ヒ
ッ
ト

作
品
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
と
し
て
順
調
に
成
長
を

続
け
て
は
い
ま
し
た
が
、
設
立
か
ら
10
年
、

東
京
以
外
で
の
働
き
方
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

同
じ
頃
、
知
人
に
紹
介
し
て
も
らっ
た
幼

理
想
の
子
育
て
環
境
を
求
め
て

長
野
支
社
の
立
ち
上
げ
へ

信
州
に
は
都
会
に
は
な
い
豊
か
な
自
然
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
を
養
う
場

と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
わ
が
社
で
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

教
育
事
業
を
本
格
的
に
展
開
し
て
い
こ
う
と

考
え
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
は
「
未

来
工
作
ゼ
ミ
」。
探
求
力
、
創
造
性
な
ど
の

才
能
を
発
掘
し
、
楽
し
く
学
び
育
て
る
た
め

の
ワ
ー
ク
ショッ
プ
で
す
。

子
ど
も
は
、
夢
中
に
な
って
わ
れ
を
忘
れ

て
何
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
き
に
、
驚
く

べ
き
集
中
力
と
学
習
意
欲
を
発
揮
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。「
未
来
工
作
ゼ
ミ
」で
は
、

夢
中
に
な
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
出
会
い
や

時
間
を
た
く
さ
ん
提
供
し
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
、
近
い
将
来
、
こ
こ
で
学
ん
だ
子
ど
も

た
ち
の
中
か
ら
、
世
界
を
ア
ッ
と
言
わ
せ
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
て

ピ
ン
チ
を
救
っ
た
の
は
若
者

13
戸
22
人
が
力
を

合
わ
せ
て
地
域
を
守
る

▲中学校への出張版「未来工作ゼミ」

　地方での事業実施を考えている首都
圏等のIT人材（企業）に、県がオフィスや
住居を確保し、県内に住んで仕事をす
る「おためし」の機会を提供。現在、８組
14名が「おためし」中。県内へのIT人材
誘致のきっかけづくりを行っています。

■産業労働部サービス産業振興室
　電話：026-235-7198

まちなか・おためしラボ
県 の 取り組 み

▲活気あふれる柚餅子作り

　伝統行事の宝庫である飯田下伊那地
域をモデル地区として、子どもたちへの
体験会の開催や地元企業との協力体制
の充実などを通じて、地域で受け継が
れてきたお祭りなどの伝統行事を次世
代に伝えていきます。

■教育委員会文化財・生涯学習課
　電話：026-235-7441

伝統行事（芸能）継承モデル事業

県 の 取り組 み
　
国
内
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
へ
の
昇
格
を
決
め

た
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
選

手
の
皆
さ
ん
。女
性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

中
、来
季
の
躍
進
が
楽
し
み
で
す
。

表

紙

の

写

真
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信
州

最
前
線

全
国
植
樹
祭
推
進
室

信
濃
か
ら　

未
来
へ
つ
な
ぐ　

森
づ
く
り

来
年
６
月
５
日
日
に
長
野
県
で
52
年
ぶ
り
2
回
目
の
全
国
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
４
月
に
発
足
し
た
全
国
植
樹
祭
推
進
室
を
中
心
に
、大
会
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

教
え
て
！

　
河
合
室
長

天
皇・皇
后
両
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え・お
手
播
き

を
は
じ
め
、記
念
式
典
を
全
て
屋
内
で
開
催
す
る
の

は
全
国
初
の
試
み
な
ん
で
す
。

雨
天
に
よ
る
会
場
変
更
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
大
会
の
特
長
は
？

Q
記
念
式
典
の
参
加
募
集
は
11
月
30
日
ま
で
で
す
が
、

県
民
植
樹
に
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

今
大
会
は
、県
内
全
域
を
植
樹
の
ス
テ
ー
ジ
と
し

た
県
民
主
体・県
民
参
加
に
よ
る
広
域
開
催
型
で
す
。

最
寄
り
の
植
樹
会
場
で
一
緒
に
植
樹
し
ま
し
ょ
う
！

私
も
参
加
で
き
ま
す
か
？

Q

林務部全国植樹祭推進室
（第67回全国植樹祭長野県実行委員会事務局）

電話：026-235-7276　FAX：026-234-0330
e-mail：zenshoku@pref.nagano.lg.jp
URL：http://zensyoku-nagano.com/

全国植樹祭ながの2016 検索

各
地
で
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す

全
国
植
樹
祭
推
進
室

室
長 

河か

わ

い合 

広ひ
ろ
し

植樹する苗木を県内の学校、企業・団体や家庭で育ててい
ます。

苗木のスクールステイ・ホームステイ
会場に飾る花のプランターカバーを県内の児童・生徒が手
作りしました。

木製プランターカバーづくり

式典参加者に配るオリジナル弁当は、県産食材をふんだん
に使用する予定。県内の大学・短大で栄養学を学ぶ学生が
メニューを考えています。

おもてなし弁当のメニューづくり

今年５月の県植樹祭で
は、全国植樹祭のシンボ
ル「木製地球儀」がお披
露目されました。現在、
県内各地でリレー展示
をしています。

木製地球儀リレー

植樹会場で参加者を
出迎えるのぼり旗を
子どもたちがカラフ
ルに仕上げてくれま
した。

のぼり旗製作

式典会場や植樹会場に設置する2,000個を超えるプランターに植える花
は園芸・農業課程で学ぶ県内の高校生が１月ごろから育て始める予定です。

花の栽培

　

県
民
植
樹
（
会
場
：
県
内
10
カ
所
）

県
内
全
域
が
植
樹
会
場
と
な
り
、
会
場
の
特
性

に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
苗
木
を
皆
さ
ん
で
植
樹

し
ま
す
。

参
加
者
は
県
内
外
か
ら
約
１
万
人
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
県
民
植
樹
会
場
へ
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

●
小
海
町
営
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド（
小
海
町
）

●
自
然
運
動
公
園（
上
田
市
）

●
湊
地
区〈
本
沢
川
上
流
〉（
岡
谷
市
）

●
鳩
吹
公
園（
伊
那
市
）

●
お
よ
り
て
の
森（
松
川
町
）

●
漆
畑（
南
木
曽
町
）

●
ア
ル
プ
ス
公
園（
松
本
市
）

●
あ
ず
み
野
池
田

　
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク（
池
田
町
）

●
茶
臼
山
自
然
植
物
園（
長
野
市
）

●
菜
の
花
公
園
周
辺（
飯
山
市
）

県
民
植
樹
会
場

▲植樹の様子
　［ 今年の県植樹祭 ］

※
一
部
の
会
場
で
は
開
催
日

が
異
な
り
ま
す
。

　

全
国
植
樹
祭
と
は

　
森
林
・
緑
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席

の
下
、
開
催
さ
れ
る
国
土
緑
化
運
動
の
中
心
的
な
行
事
で
す
。
毎
年
春
に
全

国
を
巡
回
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
（
会
場
：
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
［
長
野
市
］）

　
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
長
野
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
樹
種
の
お
手
植
え
・

お
手
播
き
や
、
代
表
者
に
よ
る
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
す
。

▲皇后陛下のお手播き

●
お
手
植
え　
シ
ナ
ノ
キ・ミ
ズ
メ・

　
　
　
　
　
　
タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

●
お
手
播
き　
シ
ラ
カ
バ・ナ
ナ
カ
マ
ド

【
皇
后
陛
下
】

▲天皇陛下のお手植え

●
お
手
植
え　
ヒ
ノ
キ・ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ・

　
　
　
　
　
　
コ
ウ
ヤ
マ
キ

●
お
手
播
き　
カ
ラ
マ
ツ・ク
リ

【
天
皇
陛
下
】

全国植樹祭いしかわ2015
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フォト
ながのけん

2015.08 ▼11

天皇、皇后両陛下が８月22日から26日まで、静養のため軽井沢町を訪問されました。
22日には同町の大日向開拓記念館を視察後、旧満州から引き揚げ、入植した方々

と懇談されました。
戦後70年の節目に行われた懇談で両陛下は開拓時の体験談に耳を傾け、当時の苦

労をねぎらわれました。

天皇、皇后両陛下　軽井沢でご静養

御嶽山の噴火から１年と
なる９月27日、王滝村で御
嶽山噴火災害犠牲者追悼式
が行われました。
　式に出席した知事は犠牲
になられた方々に追悼の言
葉を述べるとともに、火山
防災対策に全力で取り組む
決意を語りました。

御嶽山噴火災害
犠牲者追悼式

「女性の活躍」をテーマに、県内の女性経営者や団体の代表者などと懇談するため、
キャロライン・ケネディ駐日米国特命全権大使が９月２日、県庁を訪れました。
　懇談では、出席者がそれぞれの取り組みを発表。中島副知事も自らの役割などにつ
いて語りました。
　ケネディ大使は熱心に耳を傾け、出席者と意見交換を行いました。

ケネディ駐日米国大使が県内女性と懇談

©大窪道治

９月19日、人と生きものつながり創生全国
フォーラムを木曽町で開催。生物多様性の保全活
動に取り組む市民団体や企業が連携する体制整備
を目指して初めて開催したもので、約500人が参
加しました。
　基調講演やパネルディスカッションで生物多様
性の保全活動の意義などについて意見を交わした
他、県内外で活動する約30の団体が日ごろの活動
内容を発表し、情報交換や活動のPRを行いました。

生き物を守る取り組みを全国に発信

古くから「大地を踏んで地の邪気を払い鎮め正気を招き寄せる」意味があるとされ
る横綱土俵入りが10月15日、長野市の善光寺で行われました。

3,000人を超える大観衆が見守る中、鶴竜関が露払いの勢関、太刀持ちの豊ノ島関
とともに登場し、雲竜型を披露。横綱土俵入りは、昨年度災害が続いた長野県の大地
を鎮め、勇気と希望をもたらすためにと知事・長野市長などが要望していたもので、
県内での開催は長野オリンピックの開会式以来となります。

災害からの復興を祈願
飯田市南信濃小

こ
道
どう

木
き

地区〜押出地区の国道152号で整備を進めてきた小道木バイ
パス（全長1.7キロ）が完成し、10月17日に開通式が行われました。
　これまでは道幅が狭く、落石の危険もあった道路でしたが、バイパスの開通により
解消。従来に比べ約10分間所要時間が短縮されるとともに、国が整備を進める三遠
南信自動車道（飯田市～静岡県浜松市）と一体となり、地域の発展に大きく寄与する
ものと期待されます。

南信州の交通がより安全・便利にオーストリアと
スイスを訪問

小澤征爾氏に初の
「県民栄誉賞」を授与
県では、広く県民に敬愛され、県の名を高

めるとともに、県民に明るい希望を与える
ことに特に顕著な功績があった方を表彰す
る「県民栄誉賞」を今年創設。９月28日、その

第１号の表彰をセイジ・オザワ 松本フェス
ティバル総監督で世界的な指揮者の小澤征
爾氏に授与しました。

10月26日から11月２日にかけて知事は
西沢長野県議会議長とともにオーストリア
とスイスを訪問し、両国の先進的な取り組み
などを視察しました。

オーストリアでは農林環境水資源管理省
を訪れ、農林業や自然エネルギーなどの分

野で交流を強化するための覚書を締結。また、
木質バイオマス発電施設などを視察した他、
ウィーン楽友協会を訪問しました。

スイスでは、世界的な山岳リゾートである
ツェルマットを訪問し、観光局などで地域観
光戦略についての懇談を行いました。
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▲1月に来県した張慶偉河北省長と「友好交流を一層強化させる
覚書」を締結

▲昨年11月に米国シアトルの航空機メーカーボーイング社の工場
を訪問。長野県を航空宇宙産業の拠点とすべく県内企業の高い技
術力を強くアピール。

▲アジア地域への農産物輸出に向け、シンガポールでテストマーケ
ティングを実施

▲環境保全研究所に河北省からの研修生を受け入れて環境分野
での協力を推進

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
世
界
と
つ
な
が
る
今
日
。産
業
の
振
興
や
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、海
外
と
の
友
好
交
流
を
深
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、海
外

で
の
販
路
開
拓
や
農
産
物
の
輸
出
、外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
な
ど
に
よ
り
海
外
の
活
力
を

県
内
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
―
世
界
に
貢
献
し
、世
界
か
ら
選
ば
れ
る
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
へ
―　
長
野
県
が
海
外
と「
つ

な
が
る
」た
め
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

 
結
ぶ 世

界
と
つ
な
が
る

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

海
外
の
地
域
や
団
体
と
長
い
間
続
け
て
き
た
交
流
は

お
互
い
の
友
好
を
確
か
な
も
の
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
友
好
交
流
を
経
済
や
文
化
・
学
術
面
で

の
互
恵
関
係
を
目
指
し
た
未
来
志
向
の
連
携
へ
と
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
海
外
と
の
友
好
交
流
を
ま
す
ま

す
深
め
て
い
き
ま
す
。■問い合わせ先：

○工業製品の海外での販路開拓
　産業労働部サービス産業振興室
　電話：026-235-719４
○農産物の輸出支援
　農政部農産物マーケティング室
　電話：026-235-7216
○G７長野県・軽井沢交通大臣会合
　産業労働部産業政策課
　電話：026-235-7206

■問い合わせ先：ウィーン楽友協会との連携　　　　県民文化部文化政策課　電話：026-235-7282
　　　　　　　　ミズーリ州、河北省との友好交流　県民文化部国際課　　　電話：026-235-71８８

も
の
づ
く
り
産
業
の
活
性
化
や
農
業
振
興
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
海
外

で
の
販
路
開
拓
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
展
示
会
・
商
談
会
へ
の
出
展
支
援
、

県
産
農
産
物
の
輸
出
の
促
進
な
ど
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
を
売
り
込
む
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

売
り
込
む

国際交流員として４月に河北省から長
野県にやって来た董彤（トウトウ）さん。
　「お互いの理解のためには、人と人とが
直接交流することが大切。いろいろなイベ
ントに参加してたくさんの方に河北省の
ことを直接伝えたい」と意気込みを語って
くれました。
　中国で国際交流関係の仕事をしていた
董さん。長野県と河北省の“架け橋”として
活躍中です。

長野県と
河北省の
架け橋に！

▲

海
外
メ
デ
ィ
ア
に
人
気
の「
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
」も
Ｐ
Ｒ
に
ひ
と
役

■問い合わせ先：観光部国際観光推進室
　電話：026-235-7252

H23 H26

66万人約3倍 
に増加！

22万人

外国人延べ宿泊者数

出典：観光庁

近
年
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者

が
大
き
く
増
え
、
昨
年
の
宿
泊

者
数
は
４
年
前
の
約
３
倍
に
な

る
な
ど
、
旅
行
先
と
し
て
注
目

を
集
め
る
長
野
県
。

　

海
外
か
ら
メ
デ
ィ
ア
を
招
待

し
て
県
内
の
観
光
地
の
魅
力
を

紹
介
す
る
な
ど
、
外
国
人
旅
行

者
を
さ
ら
に
呼
び
こ
む
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

呼
び
込
む

８月から「国際観光情報発信員」として
県観光部で働いているアメリカ出身のア
ンソニー・ブレア・ガーディアさん。「四季が
感じられる豊かな自然に加え、妻籠宿や松
本城といった歴史的なものもある」のが長
野県の魅力とのこと。
　海外からの旅行者の皆さんに向けて、自
分の足で稼いだNAGANOの“旬”な情報を
発信しています。

ＮＡＧＡＮＯの
魅力を世界へ
発信中！

河北省（中華人民共和国） 

交流：昭和58年（1983年）～
省都：石家荘市
人口：7,287万5千人
面積：187,693平方キロ（長野県のおよそ14倍）

これまでの30年の交流を礎に「冬季スポーツ」
「医療・介護」「環境」「観光」での交流を強化。河北大
学へ留学生を派遣する一方で河北省の環境対策を
進めるために研修生を受け入れるなど顔の見える
交流を進めています。

ミズーリ州（アメリカ合衆国）

交流：昭和40年（1965年）～　　　
州都：ジェファーソンシティ
人口：606万3千人
面積：180,533平方キロ
　　　（長野県のおよそ13倍）

ミズーリ大学コロンビア校と県内大学と
の交流を推進していくことで合意するなど、
姉妹提携50周年を機に新たな交流のあり
方の検討を進めています。

10月にウィーンを訪れた
阿部知事をはじめとする訪
問団はウィーン楽友協会と
友好交流に向けた覚書を締
結。

県内の高校生をウィーン
に派遣し、世界レベルの音楽
に触れ、さまざまな指導をい
ただく機会を設けてもらう
よう要請しました。 ▲ウィーン楽友協会にて覚書を締結

ウィーン楽友協会（オーストリア共和国）

来年日本で開催される主要国首脳会議（G7伊勢志摩サミット）に併せ、
G7交通大臣会合が9月24日、25日に軽井沢町で開催！
　参加各国の関係者をはじめ、世界から集まる多くの方へ
NAGANOの魅力を強力にPRしていきます。

Ｇ７交通大臣会合の情報を発信中！　➡
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冊
子
作
り
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
県

内
に
い
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
作
り
手
か
ら
ノ

ウ
ハ
ウ
を
教
わ
り
、
作
成
に
必
要
な
資
金
や

印
刷
な
ど
は
地
元
の
知
り
合
い
に
相
談
し
ま

し
た
。
地
元
発
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
作
り

た
い
と
い
う
小
林
さ
ん
の
想
い
が
伝
わ
り
、
協

力
し
て
く
れ
る
人
や
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
く

れ
る
お
店
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て

多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
、
平
成
25
年
８
月
に

「
鶴
と
亀
」
第
１
号
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
鶴
と
亀
」
に
登
場
す
る
の
は
、
農
作
業
や

家
で
の
だ
ん
ら
ん
な
ど
「
日
常
の
風
景
」。
場

所
や
構
図
も
あ
え
て
決
め
ず
、
泥
の
つ
い
た

長
靴
と
作
業
着
姿
で
モ
デ
ル
に
声
を
掛
け
、

世
間
話
を
す
る
こ
と
か
ら
撮
影
を
始
め
ま
す
。

そ
の
た
め
、
誌
面
に
納
ま
る
方
々
の
表
情
は

今
、
飯
山
市
内
で
作
ら
れ
て
い
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
（
無
料
配
布
の
冊
子
）、「
鶴
と
亀
」

が
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
誌
面
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の
は
地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
写
真
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
内
容
に
思
わ
ず
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
編
集

部
の
代
表
を
務
め
る
の
は
小
林
直
博
さ
ん
、

24
歳
で
す
。

「
東
京
に
出
て
、
か
っ
こ
い
い
も
の
や
面
白

い
も
の
を
求
め
て
い
た
。」
と
小
林
さ
ん
。
関

東
の
大
学
に
進
学
し
、
東
京
で
た
く
さ
ん
の

個
性
的
な
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
出
会
う
う
ち

に
、
自
分
も
作
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

数
多
く
あ
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
埋
も
れ

な
い
も
の
を
作
る
に
は
、
と
が
っ
た
テ
ー
マ
が

必
要
。一
昨
年
の
お
正
月
、
実
家
で
お
兄
さ

ん
と
「
自
分
た
ち
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
も
の

は
何
か
」
と
話
し
て
い
た
と
き
、
小
さ
い
頃
か

ら
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
た
ら
面
白
い
の
で

は
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
ま
し
た
。

国
１
８
０
カ
所
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
編

集
部
に
は
県
内
外
の
読
者
か
ら
た
く
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
反
響
の
大
き
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
「
自
分
も
こ
う
い

う
冊
子
を
作
り
た
い
」
と
い
う
も
の
も
。「
こ

の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
き
っ
か
け
で
、
自
分
の

地
域
に
目
を
向
け
た
り
、
実
家
の
こ
と
を
考

え
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
。」
と
小
林
さ
ん
。

「
奥
信
濃
で
し
か
作
れ
な
い
も
の
」
に
こ
だ

わ
り
を
持
ち
、
発
信
す
る
小
林
さ
ん
の
取
り

組
み
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

と
て
も
自
然
。「
80
年
、
90
年
生
き
て
き
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い
る

の
が
か
っ
こ
い
い
。
そ
の
人
ら
し
さ
が
に
じ
み

出
る
よ
う
な
写
真
を
撮
り
た
い
。」

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
接
す
る

う
ち
に
、
そ
の
魅
力
に
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ

た
と
い
う
小
林
さ
ん
。
飾
ら
な
い
、
あ
り
の
ま

ま
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

号
を
重
ね
る
た
び
に
評
判
と
な
り
、
発
行

部
数
は
累
計
２
万
７
千
部
、
設
置
場
所
は
全

昨
年
９
月
に
発
生
し
た
御
嶽
山
噴
火
災
害
か
ら

1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
迅
速
な
復
興
が
望
ま
れ

る
一
方
で
、
観
光
客
が
落
ち
込
む
な
ど
地
域
経
済

に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
木
曽
に

活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に
今
社
長
は
情
熱
を
注
い

で
い
ま
す
。

　
「
前
年
の
２
割
し
か
観
光
客
が
来
な
か
っ
た
。
や

れ
ば
や
る
ほ
ど
赤
字
に
な
っ
た
が
、
木
曽
町
民
の
生

活
を
考
え
る
と
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
耐
え
忍
ぶ
１
年
だ
っ
た
。」
と
今
シ
ー
ズ
ン

を
振
り
返
る
表
情
が
曇
り
ま
す
。
ア
ス
モ
グ
ル
ー

プ
が
運
営
す
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
ス
キ
ー
場
の
観
光

関
連
産
業
に
は
、
木
曽
町
民
約
１
万
２
千
人
の
う

ち
約
半
数
が
関
わ
って
い
る
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
「
御
嶽
山
の
噴
火
は
、
戦
後
最
悪
の
噴

火
災
害
と
言
わ
れ
た
。
ご
遺
族
や
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
の
心
情
を
察
す
る
と
、
果
た
し
て
笑
顔
で
お

客
さ
ま
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
悩
ん

だ
。」
と
複
雑
な
心
境
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
今
社
長
を
支
え
て
い
た
の
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
か
ら
届
い
た
励
ま
し
の
言
葉
。
昨
年
末
に

「
販
売
し
て
義
援
金
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
手
紙

と
一
緒
に
た
く
さ
ん
の
手
編
み
の
帽
子
等
が
届
い
た

こ
と
が
特
に
印
象
深
か
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

木
曽
観
光
を
熱
く
語
る
今
社
長
で
す
が
、
実
は

山
形
県
出
身
。
若
い
頃
は
世
界
中
の
山
岳
都
市
を

渡
り
歩
き
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を

探
求
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
世
界
各
地
で

の
経
験
を
買
わ
れ
、
開
田
高
原
マ
イ
ア
ス
キ
ー
場

開
発
の
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

木
曽
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
かっ
た
今
社
長
は
「
実
際

に
木
曽
へ
来
て
、
御
嶽
山
の
美
し
さ
と
未
開
地
の
広

さ
に
す
ご
く
魅
力
を
感
じ
た
。
そ
こ
に
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
か
き
立
て
ら
れ
た
。」
と
新
天
地

で
の
ス
タ
ー
ト
に
心
を
躍
ら
せ
た
当
時
の
心
境
を

語
って
く
れ
ま
し
た
。

以
来
、
木
曽
を
世
界
水
準
の
観
光
地
に
す
る
た

め
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
復
興
と
い
う
言
葉
は
壊
れ
た
も
の
を
元
通
り
に

す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
ま
ず
人
口
を
増
加
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
『
こ
ん
な
と
こ
ろ
な
ら
住

ん
で
み
た
い
』
と
い
う
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く

こ
と
が
基
本
。」
と
こ
れ
か
ら
の
木
曽
に
思
い
を
募

ら
せ
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
木
を
見
て
、

森
を
見
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
空
を
見
て
、
風
を
読
む

必
要
が
あ
る
。
空
は
世
界
で
、
風
は
ニ
ー
ズ
。
地
域

が
発
展
し
て
い
く
に
は
風
の
読
み
方
が
重
要
。
だ
か

ら
復
興
も
風
を
読
ん
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
と
希
望
に
満
ち
た
表
情
で
語
り
ま
し
た
。

今こ

ん 

孝た

か

志し 

さ
ん

木
曽
観
光
を
け
ん
引
す
る

～「
奥
信
濃
の
日
常
」を
若
者
目
線
で
発
信
～

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
鶴
と
亀
」 ［
飯
山
市
］

地
域
の
輝
く
活
動
を
ご
紹
介

地
域
の
特
色
や
資
源
な
ど
を
活
か
し
て
活
躍
す
る

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
紹
介
し
ま
す
。

▲今シーズンの営業を11月に終了した御岳ロープウェイ

・アスモグループ株式会社
　代表取締役社長
・木曽町在住

今 孝志 さん（61歳）

Profile ◆プロフィール

■
問
い
合
わ
せ
先 :

鶴
と
亀
編
集
部

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w

.fp-

　
　
　
　
　

tsurutokam
e.com

木
曽
の
可
能
性
に
か
け
て

「
昔
な
が
ら
」が
最
先
端

あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る

地
域
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に

共
に
支
え
合
う
１
年

復
興
に
向
け
て
風
を
読
む

▲12月５日（土）から今シーズンの営業を開始する
　開田高原マイアスキー場

「鶴と亀」編集部　代表

小林 直博さん

▲インパクトのある表紙が目を引く。

▲掲載される写真は自然な表情が魅力的。
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○
場
所
：
長
野
県
庁

○
申
し
込
み
：
い
ず
れ
も
12
月
１
日（
火
）か
ら
専
用
の

　
　
　
　
　

申
込
フ
ォ
ー
ム（
電
子
申
請
）で
先
着
順

　
　
　
　
　

に
受
け
付
け

　
　
　
　
　
　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
県
庁

　
　
　
　
　

ガ
イ
ダ
ン
ス
」で
検
索

問・■申 

人
事
委
員
会
事
務
局 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
４
６
５

◆
平
成
28
年
4
月
に
開
校
す
る
南
信
工
科
短
期
大
学
校

の
推
薦
入
試（
後
期
）お
よ
び一般
入
試（
前
期
）を
実

施
し
ま
す
。

★
推
薦
入
試（
後
期
）

○
募
集
期
間
：
11
月
30
日（
月
）～
12
月
10
日（
木
）

○
試
験
日
：
12
月
19
日（
土
）

★一般
入
試（
前
期
）

○
募
集
期
間
：
1
月
12
日（
火
）～
1
月
22
日（
金
）

○
試
験
日
：
2
月
5
日（
金
）

◆
入
試
説
明
会
を
12
月
5
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い

　

http://nanshinkotan.ac.jp/

問・■申 

産
業
労
働
部
人
材
育
成
課

　
　

  

工
科
短
大
建
設
担
当

　
　

 

☎
０
２
６
５–

７
１–

５
０
５
１

南
信
工
科
短
期
大
学
校 

学
生

◆
明
治
初
期
の
県
内
町
村
の
地
図
60
余
点
を
紹
介
。新

国
家
建
設
の
頃
に
作
成
さ
れ
た
信
州
各
地
の
魅
力
あ

る
地
図
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
展
示
期
間
：
12
月
19
日（
土
）～
2
月
28
日（
日
）

○
開
館
時
間
：
9
時
～
16
時（
入
館
は
15
時
30
分
ま
で
）

○
入
館
料
：一般
３
０
０
円
、高
校・大
学
１
５
０
円
、

　
　
　
　
　
小・中
学
生
70
円

問 

長
野
県
立
歴
史
館　
☎
０
２
６–

２
７
４–

２
０
０
０

県
立
歴
史
館
冬
季
展「
地
図
の『
明
治
維
新
』」

〜
残
さ
れ
た
明
治
初
期
の
町
村
地
図
〜

　
　
　
　
　
電
話
：
０
２
６–

２
３
５–

０
５
６
１ 

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
６–

２
３
２–

２
５
８
８

　
　
　
　
　

E-m
ail

：n-shikai@
avis.ne.jp

問 

建
設
部
建
築
住
宅
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
３
３
１

◆
12
月
5
日（
土
）に
は
、お
ん
た
け
２
２
４
０
、開
田
高
原
マ

イ
ア
ス
キ
ー
場
で
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

問 「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
信
州
」プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
事
務
局  

　

 （
観
光
部
観
光
誘
客
課
内
）　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
２
５
４

■問 = 問い合わせ先
■申 = 申し込み先
　  = お知らせ
　  = 募集

◆
誰
も
が
と
も
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
長
野
県
づ
く
り
を

目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

○
内
容
：
元
陸
上
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
為
末
大
さ
ん
の
講

　
　
　

演
、Ｆ
Ｍ
長
野「SaturdayD

」公
開
生
放
送
な
ど

○
日
時
：
12
月
19
日（
土
）11
時
～
16
時

○
場
所
：
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
、Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
長
野
り
ん

　
　
　

ご
の
ひ
ろ
ば
、ケ
ー
ズ
タ
ウ
ン
若
里

問 

県
民
文
化
部
人
権・男
女
共
同
参
画
課　

　

 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
０
６

問 

健
康
福
祉
部
障
が
い
者
支
援
課

　

 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
０
８

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５・

信
州
あ
い
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５

お
知
ら
せ

◆「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」に
関
す
る
こ
と
や
、そ
の
他

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
０
１
２
０–
９
５–

０
１
７
８（
無
料
）

○
受
付
時
間
：
9
時
30
分
～
22
時（
平
日
）

　
　
　
　
　
　
9
時
30
分
～
17
時
30
分（
土
日
祝
日
）

　
　
　
　
　
　
※
年
末
年
始
は
除
く

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
使
う
も
の
な
の
で
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

企
画
振
興
部
情
報
政
策
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
０
７
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

◆
使
う
予
定
の
な
い
農
地
を
お
持
ち
の
方
や
活
用
に
悩
ま
れ

て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
窓
口
：
長
野
県
農
地
中
間
管
理
機
構

○
電
話
：
０
２
６–

２
３
４–

０
７
７
７

◆
機
構
が
借
り
受
け
た
農
地
は
、そ
の
地
域
で
経
営
発
展
を

目
指
す
担
い
手
に
貸
し
出
し
ま
す
。

◆
平
成
28
年
1
月
か
ら
農
地
の
借
受
期
間
の
選
択
肢
が
増
え

ま
す
。

○
借
受
期
間　
「
10
年
以
上
」→「
10
年
以
上
」、「
5
年
」

問 

農
政
部
農
村
振
興
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
２
４
５

農
地
活
用
の
相
談
窓
口

◆
信
州
あ
っ
た
か
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
も
ら
え
る
シ
ー
ル
を
3

枚
集
め
て
応
募
し
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
素
敵
な
景
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

◆
信
州
あ
っ
た
か
ス
ポ
ッ
ト
に
お
出
掛
け
し
、楽
し
く
節
電
、

省
エ
ネ
し
な
が
ら
寒
い
冬
を
快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

○
期
間
：
12
月
1
日（
火
）～
2
月
14
日（
日
）

※「
信
州
あ
っ
た
か
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
」と
は

　
冬
季
に
み
ん
な
で「
あ
つ
ま
ろ
う
、あ
っ
た
ま
ろ
う
！
」を
合
言

葉
に
温
か
く
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
所
で
す
。

　
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
あ
っ
た
か
シ
ェ

ア
」で
検
索

問 

環
境
部
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
２
０
９

信
州
あ
っ
た
か
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
☆

シ
ー
ル
ラ
リ
ー

◆
信
州
の
林
業
の
担
い
手
を
養
成
す
る
林
業
大
学
校
の

一般
入
試
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
資
格
：
高
等
学
校
卒
業
程
度

○
募
集
期
間
：
11
月
30
日（
月
）～
12
月
15
日（
火
）

○
試
験
日
：
１
月
13
日（
水
）

問・■申 

林
業
大
学
校　
☎
０
２
６
４–

２
３–

２
３
２
１

林
業
大
学
校　
学
生

◆
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
、一緒
に
学
び
、考
え
ま
し
ょ
う
。

○
内
容
：
障
が
い
の
あ
る
方
の
主
張
や
ア
ー
ト
作
品
の
展
示
、

　
　
　

ナ
イ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
、分
科
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

○
日
時
：
12
月
18
日（
金
）13
時
～
22
時

　
　
　
　
　
　
19
日（
土
）9
時
～
12
時

○
場
所
：
長
野
市
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
／
ホ
テ
ル
国
際
21

○
資
料
代
：一般
３
０
０
０
円
、障
が
い
者・学
生
１
０
０
０
円

◆
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

地
域
で
暮
ら
そ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
！
実
行
委
員

　

 

会
事
務
局（（
社
福
）信
濃
の
星
）

　

 E-m
ail

：sgb-plaza@
m

x1.avis.ne.jp

　

 

☎
０
２
６–

２
８
６–

７
６
７
６

地
域
で
暮
ら
そ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
！

長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/

長
野
県
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

ユ
ー
ザ
ー
名　

@
N

aganoPref

◆
空
き
家
の
適
正
な
管
理
や
活
用（
賃
貸・売
買
）リ
フ
ォ
ー
ム
、

解
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
受
付
時
間
：
9
時
～
17
時（
平
日
）

○
開
設
者
：
長
野
県
空
き
家
対
策
支
援
協
議
会（（一社
）長
野

　
　
　
　
県
建
築
士
会
事
務
局
内
）

空
き
家
相
談
窓
口

◆
12
月
19
日（
土
）、20
日（
日
）に
県

内
の
ス
キ
ー
場
で
リ
フ
ト
券
を
購

入
し
た
方
に
抽
選
で
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。今
年
も

信
州
の
ス
キ
ー
場
で
楽
し
も
う
！

○
申
し
込
み
：
リ
フ
ト
券
購
入
時
に
お
渡
し
す
る
応
募
券
を

　
　
　
　
　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
プ
レ
ゼ
ン
ト
：
長
野
県
全
ス
キ
ー
場
共
通
リ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
券
な
ど

◆
信
州
の
ス
キ
ー
場
情
報
は
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー

ト
信
州
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.snow

love.net/

初
滑
り
は
信
州
！

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◆
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
を
応
援
す
る
た
め

に
、割
引
等
の
特
典
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
、協
力
し
て

い
た
だ
け
る
お
店
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み
：
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
　
　
　
　
　
「
消
防
団 

応
援
」で
検
索

問・■申 

危
機
管
理
部
消
防
課

　
　

  

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
８
２

信
州
消
防
団
員
応
援
シ
ョ
ッ
プ

募
　
集

プレゼントクイズ

応募
方法

①クイズの答え②郵便番号③住所④氏名⑤年齢⑥「広報ながのけ
ん」への意見・感想をお書きの上、次の宛先までご応募ください。当
選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
■はがき：〒380-8570（住所不要）長野県庁広報県民課あて
■E-mail：koho@pref.nagano.lg.jp  （件名は「プレゼントクイズ」で）
■締切：12月末日（消印有効）

○○に入る言葉をお答えください。抽選で10名様に「アルクマスト
ラップ（非売品）」をプレゼントします。「広報ながのけん」への意見・感
想とあわせてご応募ください。

「広報ながのけん（冬号）」の特集は

「信州◦◦」に向かってキックオフ

◆
大
学
生
な
ど
を
対
象
に
県
職
員
の
仕
事
の
内
容
や
や

り
が
い
の
紹
介
、採
用
試
験
制
度
の
説
明
、若
手
職
員

と
の
対
話
を
行
い
ま
す
。

○
開
催
日
：
12
月
28
日（
月
）　
長
野
県
庁
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
１
月
４
日（
月
）　
県
庁
ガ
イ
ダ
ン
ス（
女
子
会
）

長
野
県
庁
ガ
イ
ダ
ン
ス・

県
庁
ガ
イ
ダ
ン
ス（
女
子
会
）

▲南安曇郡烏川村（現安曇野市）の地図に描かれた常念岳
（県立歴史館蔵）
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県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.pref.nagano.lg.jp
E

-m
ail koho@

pref.nagano.lg.jp

冬
号 

平
成
27
年
11
月
29
日
発
行　

発
行
元 

長
野
県
広
報
県
民
課　

〒
３
８
０
―８
５
７
０　

長
野
市
南
長
野　

電
話
０
２
６
―２
３
５
―７
０
５
４

配
布
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
株
式
会
社
長
野
県
折
込
広
告
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
２
６
―２
６
８
―４
５
６
６

戦
国
時
代
の
武
将 

真
田
信
繁（
幸
村
）の

生
涯
を
描
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」が
1
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
機
に
真
田
氏
ゆ
か
り
の

「
上
田
城
」「
松
代
城
」を
は
じ
め
、

同
時
代
に
築
か
れ
た
城
へ
い
ざ
出
陣
！

第四次川中島合戦後に上杉謙信が信濃の防衛
拠点として改修。この第四次合戦で信繁の父 
真田昌幸が初陣をしたと伝わる。

飯山城 【南中門】1

一年を通してさまざまなアウトドア・アクティ
ビティが楽しめる飯山周辺。
2月に登場する「レストランかまくら村」では、
地元の野菜やきのこたっぷりの「のろし鍋」を
かまくらの中でいただけます。

高遠城 【問屋門と桜雲橋】4
武田信玄が南信濃攻略の拠点として
改修。江戸時代の初代高遠藩主 保科
正光の正室は信繁の妹である。

辛味大根のおろし汁に、焼き味噌を
溶き入れた「辛つゆ」でいただくのが
特徴。将軍にも献上された高遠藩の
おもてなし料理をご堪能ください。

豊臣家臣の石川数正・康長親子が築城。現存する五重
六階の天守としては日本最古。この頃に信繁は同じ
豊臣家臣の大谷吉継の娘を妻に迎えている。

松本城 【天守】２

「平成の名水百選」にも選ばれた「まつもと城
下町湧水群」。市街地に20カ所以上ある湧水ス
ポットを巡りながら、城下の歴史に触れる街歩
きを楽しめます。

さわやか信州　旅 検索

旅の情報は
長野県公式観光
ウェブサイト

「さわやか信州旅.net」
からどうぞ。

松本

R147

R18

R158

R19 R20

R152

長野

上田

飯山

飯田

２

4

3

1

大手門は小諸城下を整備した仙石秀久の創建。
第二次上田合戦では真田昌幸・信繁親子と対峙
した徳川軍が駐留した。

小諸城 【大手門】3

参勤交代や善光寺参りの人々が行き交う要所と
して栄えた小諸宿。
歴史的な建物や寺社仏閣の残る街並みを人力車
で巡る観光ガイドがおすすめです。

湧水
スポット
巡り

かまくら
の中で

「のろし鍋」
城下の

おすすめ情報
もチェック!

人力車で
街巡り

将軍献上品
「高遠そば」

　
　
を
感
じ
る

　
　に
出
か
け
よ
う

歴
史

　
旅

長野県PR
キャラクター「アルクマ」
©長野県アルクマ

「
広
報
な
が
の
け
ん
」

最
新
情
報
・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
！

広
報
な
が
の
け
ん

検
索
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